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○　美歯会社保通信Ｎｏ１４の配信のお知らせ
　　（会員向けページにもＵＰしました。更新は午後以降です）
 

美唄歯科医師会会員の皆様へ

美唄歯科医師会の皆様今年も後僅かとなりましたが、1年間お世話になりました。また来年もよろしくお願いします。
さて来年4月からのレセブト電子化への対応はお済みでしょうか?
電子化しない場合には今月までに、支払基金と国保連合会にそれぞれその旨の申請が必要となります。もし提出されなかった場合は4月から自動的に電子化の取り扱いになりますので、お取り扱いよろしくお願い申し上げます。

さて、今回は先日富野会長から会員のためにもっと社保担がんばりなさいと指令を受けましたので、皆さんが請求し忘れていないかどうか、幾つか確認事項をまとめてみました。
 
1.    来月からパノラマと確認デンタルの同日同時撮影は、処置がある場合には48点を認めることになりました。

2.    部分床義歯で新たに欠損が生じ、現在の義歯が修理不可能な場合は、6ヶ月以内であっても、欠損形態が変われば義歯の新製が認められます。

3.    現在のところ、Hys処置は1月5回を限度に認められています。

4.    顎運動関連検査については、現在のところ2種類以上の検査を個別に請求することが認められています。例えば、何月何日ゴシックアーチ、何月何日チェックバイトなど。

5.    抜歯前提で根治し消炎拡大処置130点を請求したあと、抜歯までの間に根貼をした場合、　1回に限り根貼20点を請求できます。

6.    自損行為以外の根管内の異物除去は150点、根管外の異物を粘膜剥離して除去した場合は、根管外異物除去1350 点てす。病名はそれぞれ根管内異物、根管外異物としてください。

7.    エナメルボンドシステムではないTFix装置には、レジン連続冠固定装置の修理70点、レジン床固定装置の修理220点があります。

8.    TFixの除去はエナメルボンドシステムも含めて1装置につき30点算定できます。

今回は以上です。ご検討ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉村治範
 

○　青申連関係から
 

　　来る１月２１日に道歯青申連評議員会が開催されます。
　平成２２年中に行われた税務調査の状況報告がありますので、該当される方がいらっしゃいましたら村上理事までご連絡お願いします。
 

○　会員向けページ美歯会［Ｇｏｏｇｌｅサイト］に空知プレス掲載の「孫先生フッ化物洗口説明会」と題し掲載しました。


会長　小森　英世
